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情報公開と⾃⼰表現の
授業を考える
情報を公開することで、自分はどう見られるのか
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FLOW 説明

Shunsuke Inagaki 2

ここまでの流れ
YAさん案、MUさん案から、MIさん案へ

YAさん案
生成AI

① 第5回 ラフ案を作る
② 第6回 発表できる形に整える
③ 第7回 発表する
④ 第8回 改善版を作る

MUさん案
SNS投稿と個人情報・プライバシー

① 第9回 ラフ案を作る
② 第10回 発表できる形に整える
③ 第11回 発表する
④ 第12回 改善版を作る

今回から MIさん案 情報公開と自己表現



TODAY 説明
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今⽇の位置づけ
完成版ではなく、次回直すためのラフを作る

今日やること

① MIさん案を確認する
② 情報公開と自己表現の授業を構想する
③ 5枚のラフスライドを作る
④ 短く中間共有する
⑤ 次回直すところを残す



CHECK 確認
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第12回改善版の確認
SNS投稿サイクルを閉じて、新しいトピックへ進む

① SNS投稿授業案の改善版PowerPoint

② 第12回フォーム

③ 未提出がある場合は授業中に提出できる状態にする

④ ただし、今日は新しいトピックに進む



STUDENT 02 振り返り
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授業のタネ
第4回で出た案を、今回の出発点にする

対象
高校生

題材
個人情報の公開
BeRealなどの日常投稿

問い
何気ない投稿から、どれだけ情報が得
られるか

今回は、このタネを広げて
情報公開と自己表現の授業を考える。



KEY INSIGHT 授業化
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視点
情報公開は、本人の意図を超えて読まれることがある

安全に見える
→でも、読み取られる情報がある。

多くの人がしている
→でも、自分にとって安全とは限らない。

自分は大丈夫
→でも、相手には別の情報が見えているかもしれない。

今回は、情報公開による自己表現として考える。



CARE 授業化
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配慮
禁止で終わらせない

避けたい授業

① 情報を出すのは危ない
② だから出さない方がよい
③ ルールを守りましょう

目指したい授業

① なぜ情報を公開するのか
② 何が相手に伝わるのか
③ 自分ならどう判断するのか



TEACHER 授業化
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教師像
感情的に善悪を決めつけない

見ること

l事例

l行動

l理由

lリスク

l関係性

l目的

l見られ方

多面的に見て、自分で判断できる力を育てる。



ALL TOGETHER 説明
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今回はMIさん案を全員で授業化する
同じ題材から、3人それぞれの授業案を作る

共通トピック
情報公開と自己表現

作る授業案
1人ずつ違ってよい。

どんな場面を見せるか、
どんな活動にするか、
どんな提出物にするかは自由に作る。

今日作るもの
5枚のラフスライド



TOPIC 題材例
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扱える題材は、SNSだけではない
情報公開による自己表現を広く考える

l SNSプロフィール

l 日常投稿・BeReal・ストーリー

l 実名・顔出し・ハンドルネーム

l 活動実績・大会結果・受賞歴

l 作品公開・ポートフォリオ

l YouTube・TikTok・配信

l インフルエンサー・クリエイター

l 学校広報・部活動紹介

l 研究者・教員・専門家のWeb発信

l アルバイト・ボランティア・地域活動

l 検索される情報・過去の投稿

l 位置情報・活動履歴

l 友人関係が見える投稿

l アプリの記録・共有アルバム



FRAME 説明
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トピックは授業ではない
情報公開と自己表現を、授業の形へ変換する

授業にするための5つの問い

① 何を問うか

② 何を見せるか

③ どこで迷わせるか

④ 何をさせるか

⑤ 何を残させるか

情報公開と自己表現は、
このままではまだ授業ではない。



QUESTION 問い
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中⼼発問の例
情報公開と自己表現を、高校生にどう問うか

n 情報を公開することで、自分はどう見られるのか。

n 自分が見せたい情報と、相手に読み取られる情報は同じなのか。

n 情報を公開することで得られるものと、失うものは何か。

n あなたなら、どこまで自分の情報を公開するか。



DILEMMA 説明
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ジレンマを⼊れる
情報公開には、得られるものもある

自分を知ってもらいたい。
→でも、見られ方を自分では完全に決められない。

実名や顔を出すと信頼されやすい。
→でも、将来も検索され続ける可能性がある。

活動実績を公開したい。
→でも、学校名や生活圏まで見えるかもしれない。

日常を見せたい。
→でも、積み重なると生活パターンが見える。



ACTIVITY 制作
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⽣徒の活動を⼊れる
生徒が聞くだけで終わらない授業にする

活動の例

l プロフィールを見る
l 公開情報を分類する
l 見せたい情報と読み取られる情報を分ける
l 公開する情報・限定する情報・公開しない情報を選ぶ
l 目的別に公開内容を変える
l 架空人物の情報公開方針を作る
l 自分の基準を書く



OUTPUT 制作
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最後に残させるもの
活動しただけで終わらせない

生徒のアウトプット

l 公開する情報
l 限定する情報
l 公開しない情報
l その理由
l 公開する目的
l 読み取られる情報
l 自分の情報公開方針
l まだ迷っていること



FORM フォーム
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フォームQ2〜Q6を書く
ここから、自分の授業を構想する

Q2 作ってみたい授業テーマ

Q3 高校生に見せたい場面

Q4 悩ませたいジレンマ

Q5 生徒にさせたい活動

Q6 最後に残させたいアウトプット

フォームは、制作しながら戻って直す設計メモ。



WORK 制作
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5枚のラフスライドを作る
完成版ではない。まずは骨格を作る。

① 最初の問い

② 場面

③ 活動

④ 深める問い

⑤ 振り返り

5枚で授業の流れが見えれば十分。



CHECK 制作
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作りながら考えること
迷ったら、この5つに戻る

① 高校生は自分ごとにできるか

② 判断が分かれるか

③ 活動は問いにつながるか

④ 最後に何が残るか

⑤ 教師はどこを支えるか



SHARE 共有
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短く中間共有する
ラフ案を1人1〜2分で共有する

話すこと

① どんな授業にしたいか

② どんな場面を扱うか

③ どんな活動を入れるか

④ 最後に何を残させるか

⑤ まだ迷っていること

完成度を説明する必要はない。今の構想を共有する。



LISTEN 共有
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聞くときに⾒ること
相手の案を評価する時間ではない

見ること

① 問いが見えるか

② ジレンマが見えるか

③ 活動が問いにつながるか

④ アウトプットが残るか

⑤ 教師の配慮が見えるか

自分にも使えそうな視点を拾う。



FORM フォーム
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フォームQ7〜Q13を書く
制作と共有を、次回の制作メモにする

Q7 今日作った5枚の流れ

Q8 中間共有を終えて

Q9 他の人の案から取り入れたいこと

Q10 教師として大切にしたいこと

Q11・Q12 PPTX提出確認

Q13 自由記述



NEXT 次回
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次回やること
第14回は、ラフ案を発表できる形に整える

① 今日のラフ案を見直す

② 授業スライドを整える

③ 生徒の活動を具体化する

④ 振り返り・提出物を設計する

⑤ 発表に向けて準備する

第15回：1人15分〜20分程度で本発表



SUBMIT 提出
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今⽇提出するもの
PPTXとフォームを、授業内に出す

① 第13回フォーム

② 情報公開と自己表現の授業ラフPowerPoint

ファイル名例：学籍番号_氏名_情報公開と自己表現ラフ.pptx

完成していなくてもよい。

5枚で授業の流れが見えることを優先する。



FINAL まとめ
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今⽇のまとめ
MIさん案を、授業化し始めた

① 情報公開と自己表現は、そのままでは授業ではない

② 何を問うか、何を見せるかを決める

③ どこで迷わせるかを決める

④ 何をさせるかを決める

⑤ 何を残させるかを決める

次回、発表できる形に整える。


